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࠙目的ࠚ 

当㝔の㝔ෆがん登録実務は、2 名体制で行われているが、一᫖年、実務 4 年目の職員が離

職し期限ෆのデータ提ฟが༴ぶまれる事態となった。当㝔に限らず、௚㝔においても 1 人

ないしは 2 人で実務を行っている場合が多く、1 人が異動（または離職）することにకって、

実務の⥅続性が༴ぶまれる事態が生じている。そのため、実務の⥅続性ཬࡧ登録データの質

をいかに担保できるのかが課題となっている 1-3)。当㝔はᅜが指定する㒔道ᗓ県がんデ⒪連

携拠点⑓㝔（県拠点）であり、その指定要件 4)においても、「㒔道ᗓ県ෆの㝔ෆがん登録に

関する情報の཰集ཬࡧ㝔ෆがん登録の実務者の⫱成等を行うことがᮃましい」とされている

ことから、県ෆのがん登録実務者の⫱成についての事業໬を検討した。 

 

࠙方法ࠚ 

 単発に行う研ಟ会のみでの実務者⫱成は難しいと考え、新たにオンジョブトレーニングに

おける実務者⫱成ᨭ᥼事業を๰設することとした。がん登録ᐊスタッフで基本的な㦵格を作

成し、㝔ෆのがん登録ጤ員会に提案、ಟ正を加えて決⿢を取り事業໬を行った。 

 

࠙結果ࠚ 

研ಟの期間はおおよそ 2 㐌間以上とする長期研ಟと 3㹼5 日間の▷期研ಟに分けた。ෆ容

についても、実務⤒㦂がὸく主に 5 大がんを中心とする初⣭者研ಟと、ある程度の⤒㦂を

有し 5 大がん以外とデータの集計等を中心とする中⣭者研ಟとに分けてカリキュラムを作

成した。受入人数は期間を通して 1㹼2 名程度とし、研ಟಟ஢者については研ಟ⤊஢後も⥅

続的に㟁ヰまたはメール等による相ㄯᨭ᥼を行う。㈝用についてはཎ๎ 1 人 1 日当たり

2,000 円程度とするが、研ಟ日程、ෆ容、㈝用ともㄪ整可とし、できるだけ負担のない方法

で実施していくこととする。県ෆ 139 ⑓㝔へ案ෆを㒑㏦するとともに、当㝔のホームペー

ジにᥖ㍕することで周知を図った 5)。 

 

࠙考ᐹࠚ 

 平成 28 年⑕例から全ᅜがん登録へのᒆฟが義務໬されたこともあり、数件ではあるが、
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がんデ⒪連携拠点⑓㝔以外からの問い合わせがあった。平成 30 年 3 月末現在、1 件の⏦し

込みがあり 6 月の実施に向けて‽備を進めている。 

 

࠙COI 開示ࠚ 

当演題発表に関し、開示すべき COI はありません。 

 

――――――― 

ᘬ用文献 

1) 㔠ᮧ政㍤：ᮾ໭地方のがんデ⒪連携拠点⑓㝔等におけるがん登録の実務⥅続性の課題. 

Journal of Epidemiology27(supple1):128,2017. 

2) 㔠ᮧ政㍤㸪佐藤┿ᘪ㸪新田ᙬ子：全ᅜのがんデ⒪連携拠点⑓㝔における㝔ෆがん登録の

実施体制㸬JACR Monograph 2017;23:129-135,2017. 

3) 㔠ᮧ政㍤：全ᅜのがんデ⒪連携拠点⑓㝔における㝔ෆがん登録の現≧分析㸫実施体制と

実績との関連㸬日本公⾗⾨生㞧ㄅ 64(10)特別㝃録:386,2017. 

4) ཌ生ປ働┬㸬 

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/0000155799.

pdf（2018.7.30 アクセス） 

5) ᐑᇛ県立がんセンター㸬 

http://www.miyagi-pho.jp/mcc/medical/Registry/index.html#jitumusya（2018.7.30 ア

クセス） 

 

91


	空白ページ
	
	佐賀県のがん診療の“真の”姿は
	県内がん診療拠点病院のデータにより示されるのか？

	
	佐賀県がん登録データが、がん対策に寄与する割合
	1. 目的
	2. 方法
	3. 結果
	4. 考察

	
	佐賀県のがん診療の“真の”姿は
	県内がん診療拠点病院のデータにより示されるのか？

	
	佐賀県がん登録データが、がん対策に寄与する割合
	1. 目的
	2. 方法
	3. 結果
	4. 考察

	
	佐賀県のがん診療の“真の”姿は
	県内がん診療拠点病院のデータにより示されるのか？


